
　

町
民
は
「
日
々

　

の
生
き
が
い
」

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
が
実
施
し
て

い
る
町
民
の「
生
き
が
い
」

に
つ
な
が
る
事
業
と
、
今

後
実
施
が
予
定
さ
れ
る
事

業
は
。

　

町
で
は
、
高

　

齢
者
学
級
や

趣
味
の
講
座
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
や
町
民
が
自

主
的
に
行
う
事
業
を
支
援

す
る
「
元
気
の
で
る
地
域

づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
介
護
予
防
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
、
育

成
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

文
化
振
興
の
拠

　

点
に
位
置
づ
け

る
御
蔵
入
交
流
館
の
、
使

用
料
の
無
料
化
ま
た
は
減

額
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま

す
。

　

町
の
考
え
は
。

　

平
成
22 

年

　

当
時
、
町
民

の
使
用
料
を
１
０
０
％
減

免
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

部
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
低

下
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
利
用
団
体
が
集

中
し
た
の
で
、
抽
選
で
利

用
を
決
定
し
て
き
た
結

町長＝介護予防ボランティアの育成事業を計画

「生きがい」につながる事業の推進を

町
長

問

問 教
育
長
＝
町
部
局
と
連
携
し
、
各
種
施
策
を
進
め
る

「
文
化
の
薫
る
町
」
に
す
る
た
め
に

  
湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

田
島
地
域
中
心

　

部
に
は
、
温
泉

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

温
泉
施
設
な
ど
が
あ
れ

ば
「
日
々
の
生
き
が
い
」

に
な
り
ま
す
。

　

町
の
考
え
は
。

問
　

田
島
地
域
中

　

心
部
に
、
温

泉
施
設
を
建
設
す
る
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

既
存
の
温
泉
施
設
を
利

用
し
て
頂
く
た
め
、
本
年

７
月
１
日
か
ら
町
内
70
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、「
元
気
で
ゆ
う
ゆ
う

温
泉
等
利
用
助
成
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

町
長

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
の
教
育
、
学
校
の
姿
に
つ
い
て

教
育
長

　

教
育
長
の
考
え

　

る
「
文
化
の
薫

る
町
」
と
は
。

　

芸
術
文
化
活

　

動
だ
け
で
な

く
、
町
独
自
の
文
化
が
保

存
伝
承
さ
れ
、
活
用
さ
れ

て
い
る
町
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。 問教

育
長

果
、
不
満
が
で
る
事
態
に

な
り
、
減
免
率
を
50
％
に

改
定
し
た
も
の
で
す
。

　

改
定
後
は
、
こ
の
よ
う

な
問
題
は
解
消
さ
れ
て
い

る
の
で
、
使
用
料
の
負
担

は
、
同
館
を
気
持
ち
よ
く

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
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